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局在に関わらず、腫瘍細胞 1 細胞当たりに結合している粒子の結合数および照射する X 線の強度に依存する





た線量よりも低線量である 5 Gyの線量(in vivo)でHER2抗体結合 PEG化金ナノ粒子の放射線増感作用を示
すことができた。以上の結果から、本研究は動物実験レベルにおいて、腫瘍特異的かつ低線量な放射線治療法
の基盤技術開発に成功したと考えられる。今後は以上の概念を応用し、放射線増感作用を用いた治療法開発へ
のさらなる展開が期待される。 
